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2012年９月20日　木曜日　14面掲載
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沖
縄
県
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、
仲
田
龍
男
社
長
、
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は
、
沖
縄
県
で
最
大
手
の
製

パ
ン
会
社
。
食
パ
ン
、
菓
子

パ
ン
を
主
力
に
沖
縄
そ
ば
な

ど
の
麺
類
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
、
和
・
洋
菓
子
の
製
造
な

ど
も
手
が
け
る
。
2
0
1
0

年
の
改
正
省
エ
ネ
法
施
行
を

機
に
、
社
内
で
省
エ
ネ
委
員

会
を
設
置
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
や
コ
ス
ト
の
削
減
策
を

検
討
し
、
2
月
に
ヒ
I
ト
ポ

ン
プ
チ
ラ
ー
を
導
入
し
た
。

パ
ン
な
ど
の
製
造
の
工
程

で
は
温
水
、
冷
水
と
も
必
要

に
な
る
。
パ
ン
箱
や
器
具
類

の
洗
浄
に
は
印
度
C
、
製
麺
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議長：：ヰ

の
ゆ
で
釜
用
に
は
鎚
度
C
の

温
水
を
使
用
。
ど
ち
ら
も
重

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

チ
ラ
！
で
効
率
化

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
や
コ
ス

卜
を
削
減
す
る
た
め
、
2
月

に
導
入
し
た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

チ
ラ
｜

企・－
j
i－－：

し
、
チ
ラ
I
で
使
う
電
気
を

減
ら
す
。
ま
た
温
水
は
洗
浄

機
な
ど
へ
供
給
し
、
ボ
イ
ラ

燃
料
を
削
減
す
る
。

省
エ
ネ
支
援
サ
ー
ビ
ス

〈
E
S
C
O）
事
業
者
の
洗

稼
働
率
を
上
げ
、
年
間
で
1

0
0
%
を
達
成
し
た
い
」

〈
同
）
と
意
欲
を
見
せ
る
。

既
存
チ
ラ
！
の
負
担
は
確

実
に
減
っ
て
お
り
、
製
麺
で

の
電
気
使
用
量
は
平
均
で
前

年
同
期
〈
日
年
5
1
8
月
）

と
比
べ
5
%
程
度
の
削
減
を

実
現
。
契
約
電
力
を
超
え
な

い
範
囲
で
推
移
し
て
い
る
。

ボ
イ
ラ
用
重
油
は
却
%
程
度

削
減
で
き
て
お
り
、
稼
働
率

ア
ッ
プ
で
こ
れ
ら
の
数
値
は

さ
ら
に
改
善
す
る
見
込
み
。

沖
縄
県
内
で
産
業
用
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
が
工
場
で
採
用
さ

れ
る
の
は
初
め
て
に
な
る
と

い
う
。
こ
の
た
め
関
係
者
か

ら
今
後
の
省
エ
ネ
効
果
に
注

目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
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目
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菓
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年
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エ
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ギ
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圏
劃
用
量
U
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算
で
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た
後
、
給
水
と
ヒ
I
ト
ポ
ン

プ
の
性
能
の
バ
ラ
ン
ス
改
善

の
た
め
老
朽
化
し
て
い
た
タ

ン
ク
を
更
新
。
5
月
か
ら
本

格
フ
ル
稼
働
が
始
ま
っ
た
。

8
月
末
ま
で
の
4
カ
月
間

投
資
負
担
に
勝
る
燃
費
改
善

油
を
燃
料
に
ボ
イ
ラ
で
蒸
気

を
作
り
、
水
を
加
熱
す
る
。

ま
た
、
ゆ
で
た
麺
や
ス
I
プ

の
冷
却
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
具

材
の
殺
菌
用
な
ど
で
使
う
冷

水
は
3
度
C
程
度
ま
で
チ
ラ

ー
で
冷
や
す
。

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
！
の

導
入
は
、
既
存
の
チ
ラ
1
3

台
の
う
ち
1
台
が
更
新
時
期

を
迎
え
て
い
た
の
が
き
っ
か

け
。
「
冷
水
を
作
る
と
同
時

に
排
熱
を
利
用
し
て
温
水
も

生
産
で
き
る
」
〈
下
地
健
一

管
理
部
工
務
車
輔
課
長
）
と

1
台
で
両
機
能
を
持
つ
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
選
択
。
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
で
い
っ
た
ん
日
度

8
度
C
ま
で
冷
や
し
た
水
を

既
設
2
台
の
チ
ラ
I
に
給
水

陽
電
機
〈
神
戸
市
東
灘
区
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の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
燃
料

費
な
ど
の
削
減
分
で
設
備
の

導
入
費
を
ま
か
な
う
契
約
が

成
立
。
投
資
ゼ
ロ
で
新
規
設

備
を
導
入
で
き
、
も
し
省
エ

ネ
効
果
が
な
く
て
も
E
S
C

O
事
業
者
が
補
償
す
る
仕
組

み
だ
。2

月
に
一
度
稼
働
を
始
め

で
排
熱
か
ら
回
収
さ
れ
た
温

水
熱
量
を
重
油
換
算
値
で
試

算
す
る
と
、
2
万
6
2
2
2

M
相
当
に
な
る
。
年
間
で
の

目
標
回
収
量
は
同
8
万
6

7

8
7
M
。
4
カ
月
間
の
数
値

の
ま
ま
推
移
す
る
と
達
成
率

は
凶
%
に
と
ど
ま
る
が
「
生

産
設
備
の
稼
働
状
況
を
改
め

て
検
証
し
ヒ
I
ト
ポ
ン
プ
の


